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1.14C年代測定の目的

北海道北部からサハリンにかけては,北米-ユーラシアプレート境界が想定されている (図 1:

小林,1983;中村,1983).最終間氷期に形成されたと考えられる海成段丘面の高度が西海岸地域

よりも東海岸地域で低いことから,サハリン南部はプレー ト境界における第四紀後期のスラス ト

運動によって東に傾動しているという考え (奥村,1990)が出された.しかしながら,サハリン

の海成段丘に関する従来の研究 (奥村,1990;苅谷 ･下川,1997;下川ほか,1998;植木ほか,2㈱ )

は予察的なものであり,更新世段丘面の絶対年代データは得られていない.植木ほか (1999)は,

段丘面を覆うレスにルミネッセンス年代測定を適用し,サハリン中部東海岸地域の更新世段丘の

編年を試みた.今回,この更新世段丘の編年をクロスチェックすることを目的にして,段丘面上

の腐植土の 14C 年代測定を行った.同様に,サハリン南部の海成段丘面を覆う腐植土の 14C 年代測

定を行った.
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2. 試料採取地点

サハリン中部の東海岸地域のチャングー川付近 (地点 1)および南部のコルサコフの約 15km

東方 (地点2)において,段丘面を覆う腐植土を採取した (図1).

地点 1は,最終氷期に離水したと考えられる河成段丘面上にある (図 2-1).ここでは,下位か

ら中藤サイズの亜円磯からなる層厚2(氾cm以上の河成磯層.(ユニットⅠ),細磯を含む層厚50cm

の灰褐色のシルト層 (ユニットⅡ),層厚20cmの黄褐色のレス (ユニットⅢ),層厚 5cmの腐植

土層 (ユニットⅣ),層厚25cmの黄褐色のレス (ユニットⅢ),および層厚20cmの腐植土層 (ユ

ニットⅤ)が見られる (図3-1).ユニットⅢのレスの下部 15cmの光ルミネッセンス年代は2.0-

3.9万年前であり (植木ほか,1999b,C),今回はその上位にあるユニットⅣの腐植土層の 14C年

代測定を行った.

地点2は,最終間氷期に形成されたと考えられる海成段丘面上にある (図 2-2).ここでは,基盤

の泥岩層の上に,細磯サイズの円磯からなる層厚 80cmの海成砂磯層 (ユニットⅠ),細磯を含む

層厚 1α)cmの茶色のレス (ユニットⅢ),および 14C年代測定を行った層厚25cmの腐植土層 (ユ

ニットⅢ)が重なっている (図3-2).
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3. 14C 年代測定の結果と意義

地点 lおよび2で採取された腐植土層の同位体分別補正後の 14C 年代は,それぞれ 11179±50年

前および 745±35年前であった (表 1).地点 1の腐植土層の 14C 年代は,その下位のレスの光ル

ミネッセンス年代 (2.0-3.9万年前)よりも若く,2つの年代値は層位学的に調和する.このこと

は,レスの光ルミネッセンス年代の信頼性が高いことを意味するとともに,地点 1がある河成段

丘面は最終氷期に形成されたという考えを支持する.苅谷 ･下川 (1997)は,サハリン南部西海

岸の最終間氷期に形成されたと考えられる海成段丘面を覆う腐植土層の 14C 年代測定を行ったが,

その年代は 1570年前以降であった.絶対年代に基づいて更新世であることが明らかにされた段丘

面は,サハリンでは地点 1のある河成段丘面が初めての例である.今後,サハリン中部の東海岸

地域における第四紀後期の地殻変動を,最終間氷期の海成段丘の旧汀線高度データ (植木ほか,

1999a)に基づいて,別に論ずる予定である.

一方,地点2の腐植土層の 14C 年代は,地点2のある海成段丘面が最終間氷期に形成されたとい

う推定には矛盾しないが,段丘面の形成時期は約 750年前以前であることを示すのみである.今

後,段丘面構成層とレスの光ルミネッセンス年代を行うことによって,この段丘面のより精密な

編年を行う予定である.

Tab暮e1Radiocarbonandca一enderagesofpeatysoilsamples

sb Snaammpie lnidn賊 l(?.aqT 8(li? C(aclgr3tsedgp欝 は慧 y

Loc､1 98081938 5cm 11179±50 -24.9 11201113150 NUTA2-4553

Loc.2 990724･4 25cm 745±35 -24.5 671 NUTA2-4554
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TwoAMS14cages11179+-50and745j=35yrsBPwereobtainedfrompeatysoilontheterrace

surfacesofmiddleandsouthem Sakhalin,FarEastRussia,respectively. TheagessupportLate

PleistoceneOSLageofloessonthefluvialterracesandmorphometricalinterpretationoftheLast

Interglacialmarineterraces.
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